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Abstract: The writers surveyed the Quaternary System near the Torikai river of the central

western part of the Awaii Island of Hyogo Prefecture, Southwest Japan. And five flat terrace

plains were recognized as follows, except the Alluvial flat plain: The pre-terrace hill area is

composed of the Plio-Pleistocene Awaji Group. The Higher Terrace Plains of Harajo, HI and

Shimozakai, HII. Middle Terrace Plains of Furuchi, MI and Ohtoshi, MIL Lower Terrace Plain

of Takanabe Ｌ. And the age of these plains were as follows:The pre-terrace Awaji Group is of

the Late Pliocene to Early Pleistocene. The Higher Terrace Plains of the Formations of Harajo

and Shimozakai are of the Middle Pleistocene. The Middle Terrace Plains of the Formations of

Furuchi and Ohtoshi are of the Late Pleistocene. The Lower Terrace Plain is of the Takanabe

Formation of the same Late Pleistocene｡

　These strata are correlated with those in the whole Awaii Island and those in the Prefectures

of Kagawa, Tokushima and the both eastern and central parts of Kochi in Shikoku as well as

those in the southern part of the Kii Peninsula.
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はじめに

　筆者らは四国・九州・紀伊半島南部などにおいて，第四系に関する調査・報告を行ってきた（満

塩ほか, 1966-2000).

　一方，自然環境の諸変化は大気圏・岩石圏・水圏・生物圏の相互作用であり，これらについても

解明を続けてきて，たとえば，「水圏・岩石圏の相互作用，その14 ；その15 ；その16」として報告

した(Mitusio, 1996；1997；1999).

　今回は，四国と紀伊半島の間にある淡路島中西部の津名郡五色町の鳥飼川付近における第四系に

ついて調査したので，ここに報告するものである．

　淡路島全体は，東は紀伊水道・大阪湾に，西は播磨灘・瀬戸内海の海域に囲まれており，大きく
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は四国と紀伊半島に挟まれた地域である（図１）．　　　　　∇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研　究　史　　　十

　淡路島全体の第四系に関しては，まず，池辺(1959)によって淡路累層と命名され，兵庫県

(1961)も鉱産図を刊行している．また, 1969年に地団研専報,としてご近畿地方ﾚに関連して報告さ

れた（近畿グループ, 1969).ついで，後藤(1981)が表層地質･tこ関連して,しその第四系について

図１．淡路島の水系及び調査地域図

　　太枠は調査地域の鳥飼川流域付近

∧ﾚﾀﾞ述べた．一方，岡・寒川

∇〉　(1981)は瀬戸内海東部

と淡路島の堆積区の形成

にづ=いて論じた．また，

中島ほか(1985)は，淡

路島車央部の基盤岩類の

花尚岩類について記述し

た．＼　　　ト　　　：

　最近では,水野(1993)

がそ=れまでの淡路烏全

体め第四系について，市

原(1993)の「大阪層群」

の単行本中で総括した．

更に, Momohara and

Mizuno (1999)は,･　淡

路島=の淡路層群中の植物

の大型遺体からみた，植

生の変遷について述べた．

　これらの中で特に，水

野(1993)は淡路島全体

の第四系について詳述し

ているレしかし，同島全

体のスケールで述べてい

るために，当調査域の鳥

飼川付近では，高位段丘・

中位段丘･ﾚ低位段丘の各

段丘に区分しているのみ

であｹる．またi岡・寒川

(1981)も淡路島全体に

ついて述べているなめに，

鳥飼川付近における地質

図では，各段丘区分は詳

しく述べられていない．
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地形・地質概要
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　淡路島については前述のように，南方は紀伊水道に，東方は大阪湾に，西方は播磨灘から瀬戸内

海に連続する海域に，それぞれ囲まれた地域である（図１）．

　ここでも，四国の地形のように，その甫部はほぼ東西方向の地質構造線に特徴づけられている．

一方，本州との関連では，近畿地方北西部の兵庫県六甲山地の延長にも相当し，北東～南西方向の

脊梁山地がみられ，これは淡路島南東部の先山山地あるいは津名丘陵（標高約550 m以下）であり，

付近は約250～200m前後の標高である．また，紀伊半島の和泉山地の紀伊水道を隔てた東西方向の

延長部に相当する脊梁山地は同島南東端の諭鶴羽山地（標高約600m以下）を主体とする地域であ

る．

　また，淡路島の概略の地形は，山地・丘陵・段丘・沖積平野からなっているが，当調査地域であ

る淡路島中西部に位置する五色町の鳥飼川では，ほぼ東方から西方に流れて瀬戸内海に流入してい

る（図１）．

　そして，当調査地域の鳥飼川の河川縦断面図及び段丘面の分布を，図２と図３に示している．図

２から明らかなように，河川の延長は約lOkmである．図３には後に詳述するように，周辺の段丘の

分布を示している．

　これらの山地・丘陵・段丘の地質については図９に示している．全体の基盤地質は，中央構造線

の北方に位置する西南日本内帯の領家帯である．それらは主として花尚岩・花尚閃緑岩・石英斑岩

などの領家帯花尚岩類からなっている．また，南部には主として酸性火砕岩類からなる泉南層群，

及び，裸岩・砂岩及び頁岩の互層からなる白亜紀の和泉層群が分布している（中島ほか, 1985).

リ141E

100

50

ｏ　　　　　　　　　　　　５　　　　　　km

　　　　　　　　　　　鳥飼川河床縦断面図

　図２．鳥飼川流域の河川縦断面及び各段丘の構成層

　原所層＝高位Ｉ段丘面,HI下堺層＝高位II段丘面,Ｈｎ古池層＝中位Ｉ段丘面.MI

　大年層＝中位II段丘面,Mn高鍋層＝低位段丘面Ｌ
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春

　　　　　１．原所面　２．下堺面

図３．鳥飼川流域付近の段丘面区分図
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　山地周辺の丘陵にはしこれらの基盤岩類の上位に後期鮮新世=こ前期更新世の先段丘堆積物である

淡路層群が不整合，あるいは，断層で接している．これらは河成あるいは湖成堆積物であって，砂

肆層や泥層からなり，１部には凝灰岩も含まれている√トこの淡路層群は下位の愛宕累=層と上位の五

色浜累層とに区分され，更にそれらは下部・中部・上部にそれぞれ細分されている（岡・寒川，

1981).　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼‥　つ上

　また，淡路層群の上位に段丘地形群を構成する地層群が不整合にのるが，ごれらの地層群は主と

して半固結あるいは未固結の砂榛層であって，一般に薄い．これらについては，航空写真や現地調

査などにより，すべてここで新定義するものである∠すなわち√これらﾉは中期宍更新世め高位段丘Ｈ

及び後期更新世の中位段丘Ｍ・低位段丘Ｌである．高位段丘Ｈ及び中位段丘Ｍはそれぞれ２段みら

れる．前者はHIの原所面とＨｎの下堺面であり，後者はMIφ古池面及びMnの大年面であり，こ

れらの分布を図３に示している．また，これらの各段丘面を構成している地層群は，それぞれの固

有名詞をつけて，ここに新たに定義するものである（図ﾚ4）.六大ま.だ,･.刈

らなるが，ここでは定義しない．　　　　　　　　　ｊ　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　鮮新～更新世の各地層の記載　ト

　この地域における鮮新－更新世の各地層について，古い時代:から順番に述べる（図４・表１）．

また，図５～７には淡路層群の代表的な露頭の柱状図とスケッチを示し，図８には各段丘を構成す

る地層群の各個柱状図を示している．更に，図９・図皿には第四系地質図，及び，断面図を示して
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図４．鳥飼川流域付近の第四系の層序（総合柱状図）

いる．なお，図11には各露頭の柱状図の位置を示している．
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１）後期鮮新世～前期更新世＝先段丘構成層

　当調査地域では，これは先段丘の淡路層群であり，五色浜累層と愛宕累層とからなっているが，

区分は未詳なので√ここでは淡路層群として述べる．　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　地層名：淡路層群～五色浜累層及び愛宕累層

　　　　命名者：岡　義記・寒川　旭(1981) ;新定義：山下大輔（2000）

　　　　模式地：兵庫県津名郡五色浜及び愛宕

　　　　層　厚：約400m十

　　　　分　布：兵庫県津名郡

　　　　分布高度：約100～50m

　　　　地形面：丘陵地

　本層群は主として半固結の非海成の裸層・砂層からなり，一部に泥層や火山灰層を含んでいる．

また，泥層には木片や炭化物を含み，花粉化石も検出したレ裸は半クサリ状傑，あるいは，新鮮な

篠である．これは，図５・６の各個柱状図のloc. 18から１ｏｃﾚ41までの36本の柱状図，及び，図９の

地質図や図ｎの露頭の位置に示しているように，きわめて広範囲にわたっている．
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　なお, loc. 21やloc. 28には約50 cm

の黄灰色の火山灰層が含まれている．

また, loc. 3には図７のように，本層

群の砂傑層が緩い向斜構造をなしてい

て，その向斜軸が観察される．

　本層群と基盤岩類との関係について

は, loc.41において，領家帯の花尚岩

が本層群の律層の上に衝上しているの

も観察される．また，本層群を不整合

に覆って，後述の各段丘を構成する地

層群が存在する．

　更に，花粉化石の分析結果の概要に
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　　　　　　35m

図７．淡路層群の露頭スケッチ

　　　loc. 3の例．位置は図11を参照．

ついては後述するが，Ｍｅ£asequoiaなどの絶滅種も含み，その他に, Ahies ・ 」Betula・ｒS昭ａなど

の針葉樹の寒冷種がみられる。

　なお，満塩・古川(1977, 1988)が既に指摘しているように，香川県の長尾断層で，花尚岩類が

衝上しているのは現地に看板で説明しているような中位段丘上ではなく，この１０Ｃ｡41のように淡

路層群に対比される三豊層群である。

２）中期更新世＝高位段丘構成層

　この中期更新世は，本地域では高位段丘構成層HIの原所層と高位段丘構成層Ｈｎの下堺層の２

層がある．

　　　原所暦HI　　　　下堺層m　　　　　古池屠Ml　　　　高鍋層Ｌ
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図９．鳥飼川流域付近の第四系地質図
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４原所層　５下堺層/6ﾚ古池層し7ｿ大年層　８高鍋層　９沖積層

3＝淡路層群　4＝原所層(高位Ｉ段丘面, HI) 5=下堺層(高位Ｕ段丘面,HII)6＝古池層(中位Ｉ段丘面,MI)

7＝大年層(中位ｎ段丘面,Mn) 8=高鍋層(低位段丘面,Ｌ).　・.･･.　　　･.･･1.･.･･･.･　　　　･.･　　　　　.･:十

２－１）高位段丘構成層HI，原所層

　　　　地層名：原所層（はらじょそう）：新称

　　　　命名者：山下大輔（2000）

　　　　模式地：兵庫県津名郡五色町原所loc. 2

　　　　層　厚：約８～７ｍ　　　犬

　　　　分布高度：約60～50m

　　　　河床面からの比高：約50m

　　　　地形面：原所面, HI　　　犬

　本層のタイプは，兵庫県津名郡五色町原所の

loc. 2にみられ，鳥飼川河口の南方約1kmの所に

ある．ここでの層厚は約1.5 mであり，主として

碑層からなる．本層の全体的な層厚は約８～７ｍ

であり，砂碑層もみられる．碑はあまり分級され

ていないが，円磨度は高＜て円碑状である．〉

　また，碑のサイズは最大約10cmであり，卓越碑

は約４ｃｍである．そして，篠の種類は,砂岩とチャー

トがはlとんど大部分を占めていて，前者の碑の風

化状態は赤褐色のクサリ碑層である．また，マト

リックスは茶褐色の細粒砂である．

　本層の分布はきわめて狭く，タイプの他はloc.

1のみである．

　また，本層は高位段丘の原所面，HI面を構成

高度

高度　m,

Ｂ゛

十=り∧……………］…………:1　　　km

　　し　　　　断面図　＼　　　白

図10.鳥飼川流域付近の地質断面図

位置は図３を参照. HI =原所層（高位Ｉ段丘面）

MIざ古池層:（中位Ｉ段丘面ｊ）▽ＭＨ＝大年層（中

位ｎ段丘面）Ｌ」高鍋層（低位段丘面）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柱状図作成地点

　　　　　　　　　　　　　　図11.鳥飼川流域付近の第四系の露頭位置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　数字は露頭番号

しており，分布高度は約60～50mで，現在の鳥飼川の河床よりの比高差は約50mである．しかし，

この面は保存が非常に悪い．

２－２）高位段丘構成層Ｈｎ，下堺層

　　　　地層名：下堺層（しもざかいそう）：新称

　　　　命名者：山下大輔（2000）

　　　　模式地：兵庫県津名郡五色町下堺　loc. 3

　　　　層　厚：約６～５ｍ

　　　　分布高度：約50～40m

　　　　河床面からの比高：約35～30m

　　地形面：下堺面, Hn

　本層のタイプは，兵庫県津名郡五色町下堺付近のloc.3にみられる．タイプでの本層の層厚は約

１ｍであり，これも主として裸層からなり，上位には約20cinの表土がのっている．また，裸のサイ

ズは最大約８ｃｍであり，卓越裸は約３ｃｍである．裸の種類は砂岩・チャート・結晶片岩類がほとん

ど大部分を占めていて，前者の裸は赤褐色のクサリ裸層である．また，マトリックスは茶褐色の細

粒砂である．

　また，本層の分布は鳥飼川の南方で，２箇所みられるのみで，狭い分布である．これらはタイプ

のloc. 3の他に, loc. 4にみられて裸混じりの砂である．

　本層は高位段丘のＨｎ面，下堺面を構成しており，鳥飼川支流の堺川沿いに分布する．その分布

高度は約50～40mで，現在の鳥飼川の河床よりの比高差は約35～30mとなる．この面の保存も非常

に悪い．そして，河川縦断面の勾配は現河川のそれと一致している（図２）．
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３）後期更新世＝中位段丘構成層及び低位段丘構成層犬

　当域では，後期更新世は中位段丘構成層及び低位段丘構成=層こからなyる．前者は中位段丘構成層

MIの古池層と中位段丘構成層MIIの大年層とがある．ぐ後者は低位段丘構成層Ｌの高鍋層である．

３－１）∧中位段丘構成層MI，古池層　　　　　　　∧　　　‥‥‥‥‥‥‥　　　‥‥　　‥‥

　　　　地層名：古地層（ふるちそう）：新称

　　　命名者：山下大輔(2000)

　　　模式地：兵庫県津名郡五色町古池　loc. 6

　　　層　厚：約６～５ｍ　　　　犬

　　　分布高度：約45～30m

　　　河床面からの比高：約35～25m

　　　地形面：古池面，Ｍト

本層のタイプは津名郡五色町古池のloc.6にある． ここでは淡路層群の上に，本層が約１ｍの層

厚でのっており，砂裸層からなｽる．この上位には約30＆の表土がのるレ傑ぱ比較的分級が良く，最

大篠のサイズは約８ｃｍで，卓越裸は約1～３ｃｍである．篠の種類は砂岩・チャード・花尚岩類であ

る．これらの裸は半クサリ状で黄褐色である．また，ヤ=トサプクスは裸こと同様=に黄褐色の細粒砂で

ある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　▽　　　　　　：

　本層の分布は図３のように，鳥飼川中流部南方の約し]lkmにみられ,……loc. 5 1こ..1よ約2し巾の裸混じり

砂がみられる．全体的な層厚は約５～６ｍである．

　また，本層は中位段丘MIの古池面を形成しており,……その分布高度は約45～35mであり，現河床

との比高差は約35～25�となっている．また，この分布は図2/のよう＼に，現河床の勾配よりやや傾

斜している.　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕　‥‥‥‥‥y　　　　　＋

3-2)中位段丘構成層MH，大年層

地層名：大年層（おおとしそう）：新称

命名者：山下大輔（2000）

模式地：兵庫県津名郡五色町大年　loc. 7

層　厚：約15～5m

分布高度：約45～25m

現河床面からの比高：約15～5m

地形面：中位段丘面MIIの大年面

　　　　　-一一･r･’　｀・　･゛｀　－゛　　f゛●■●
■･･　■　　　　　　　■

　本層の：タイプは津名郡五色町大年のloc. 7にあるムノごこでぱ約３㎡ﾉ:め層厚で，棟層からなってい

る．篠はあまり分級は良くない．また，最大篠のサイズは約10cmで，卓越棟は約３Ｃｍである．棟の

種類は主に砂岩・チャートからなり，花尚岩類や結品片岩類のﾉ裸jも含まれていくる．これらの棟は新

鮮で黄褐色である．また，マトリックスは棟と同様に褐色の細粒砂であるレ

　本層の分布は図３・９に示されるように，鳥飼川流域に広《ﾉみちれjる．また，図8しの各個柱状図

のように, loc. 8からloc. 13までにみられ，特に, loc. 11では約３ｍの層厚で，砂層と棟層が互層

状に重なっている．その他の露頭でも同様な砂層・裸層との互層であﾚるﾉ．特に√loc. 9では棟層・

砂棟層との互層がみられる．そして，本層の全体的な層厚は約15mかち５ｍであるに

　また，本層は中位段丘MIIの大年面を形成しており√面の保存状態は良好である．また，その分

布高度は約45～25mであり，現河床との比高差は約25こ15m=どなっているレまた，この分布は，図

２のように，現河床の勾配とほぼ同様である．　　　　　　ト　　．２　．　　１ｊ　　　　・

　なおレ図３の段丘面の区分図で，６とした中位段丘め海成平坦面は鳥飼川河口付近の北部に存在
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しているが，図９の地質図にみられるように，これには堆積物はみられず，淡路層群の侵食平坦面

である．なお，当調査域よ,り北方では海浜裸からなる海成層がある．

３－３）低位段丘構成層Ｌ，高鍋層

　　　地層名：高鍋層（たかなべそう）：新称　　　　　　　　二

　　　　命名者：山下大輔（2000）

　　　　模式地：兵庫県津名郡五色町高鍋　loc. 15

　　　　層　厚：約６～５ｍ

　　　　分布高度：約30～20m

　　河床面からの比高：約15～10m

　　　　地形面：低位段丘面Ｌの高鍋面

　木層のタイプは津名郡五色町高鍋のloc. 15にみられる．ここでは層厚は約２ｍで，淡路層群上

に不整合に，砂層及び棟層・棟混じり砂層がのり，その上に約50cmのシルト層がのっている．棟の

分級は良好であり．．また，最大傑のサイズは約10cm十で，卓越棟は約2 ,3 cmである．棟の種類は

主に砂岩・チャート・花尚岩類の棟が含まれている．これらの棟は新鮮で，雑色である．また，マ

トリックスは褐色の細粒砂である．

　本層の分布は図３に示されるように，鳥飼川流域に広くみられる．また，本層は図８の各個柱状

図のように, loc.14の約2.5mの層厚でみられ，約70cniのシルト層の上に砂層と棟層が互層状に重

なっている．　十　　／

　そして，本層の全体的な層厚は約16～5mである．

　また，本層は高鍋面の低位段丘Ｌを形成しており，面の保存状態はあまり良くない．また，その

分布高度は約30～20mで，現在の河床面からの比高差は約15～10mである．＜

　また，本層が形成する地形面は高度は約13mで，低位段丘面Ｌの高鍋面であり，これは鳥飼川南

方に狭く分布している．また，この面の勾配は現在の河床の断面よりやや傾斜している．

４）完新世＝沖積層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　犬

　本地域の完新世は完新層（沖積層）からなり，いわゆる沖積平野を形成している．沖積平野の構

成層は，南方の三原平野以外には大きなものはないので，ここでは簡単にふれておく．本層の層厚

は約20mであり，砂裸層・シルト層と粘土層からなっている．

　　　ニ　　　　　　　　　　　　花粉分析　　　　．･　　　　　犬

　前述の淡路層群は，上部の五色浜累層と下部の愛宕累層からなっており，これらの泥層からサン

プリングを行い，花粉分析を行った．

　しかし，花粉の絶対量が少なくて，花粉組成図の作成には到っていない．ここでは，花粉の主な

属名をほぽ半定量的に示すにとどめる．

　これらの花粉の属は以下のようである．

　まず，木本類は;

Pinｕｓ

Abies

Ｔｓｕｇａ

Metasequoia

一一

＋
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表１．淡路島の第四系対比表

調査地域 中　部 南　部 北　部

第

四

紀

｜
沖　　　　積　　　　層

後

期

　　高鍋層

　　　Ｌ

皿
　　大年層

　　ＭⅡ

　　古池層

　　MI

皿
　　下堺層

　　hh

　　原所層

　　HI

皿

　淡路層群

低位段丘層 低位段丘層 低位段丘層

中位段丘層＊ 中位段丘層 中位段丘層

中

期

広田層十 城方層＝ 高位段丘層

前

期

五色浜累層

愛宕累層

油谷累層

仮屋累層

富島累層

第

－一一

紀

後

期

中部・南部・北部は水野(1996)

＝水野(1987) *海浜篠を含む．

十岡・寒川(1981)

年)上自然科学

-

∧Fagus

Ｑｕｅｒｃｕｓ

∧Ｂｅｔｕla

j..=･j･Ｕｌｍｕｓ .

ニ……Tilia

Alnus

Ｍａｌｌｏｔｕｓ

……Spargan・ｍ

＼耳?ly即num.

である√　　………

＼]更に√シダ類ﾉﾀﾞ:.ダフケ類は；

……=1

ニtrilete typ胞子

ヶﾚGleichenia　つ

＋

＋十

一

－

－

＋＋

＋

＋
　
＋

＋＋

ﾚなこどである．な紅:十十は多量でi十

ﾌﾟは普通,レ刊よ少な＼く,=一一は殆どない.

　＼これらの花粉の構成としては，寒冷

種が多くて，氷期と推定される．また，

＼絶滅種のMetasequ。iαがみられるこ

ﾉとｿﾞがち:↓……本層群こは大阪層群に相当する

とﾉ考えられる．し

　十　　　対　　　比

……=:,JI=:まず，本地域の第四系を淡路島全体

のそれらと対比する文献は，主要なものは水野(1996)であかトまた，岡・寒川(1981)と水野

(1987)は高位段丘についてそれぞれ命名していて，これらは表１のようになる．

　一方，淡路島西方に位置する四国島の香川県・徳島県・高知県東部と中央部，及び，東方の紀伊

半島南部とのそれらとの対比は表２であ芯がレこ=れら:の各地域の報告文献は次のようになる．すな

わち，香川県では同県水理地質図（満塩・古川, 1977)で√徳ﾉ島県では；吉野川全流域（満塩ら，

1991 ；1993 ；1994 ；1999)・鮎食川流域（満塩ら,ト1998)・園瀬川流域（満塩ち，2000）・勝浦川流

域(Mitusio and Sasaki, 1999)・那賀川流域（満塩ら, 1997卜福井川流域ト（I満塩ら，2000）で

あり，高知県東部と中央部では高知県水理地質図ﾉ（満塩ほか√ﾚ1985)の他にレ=禍塩ら（主として；

1966, 1988, 1992など）．また，紀伊半島南部では満塩ほか(1998)・Mitusio and Kanzaki (1999)・

満塩・歓崎（2000）が報告している．なお，愛媛県下では，満塩・鹿島(2000)が総括している．

　まず，本地域の先段丘の後期鮮新世～前期更新世の淡路層群は，淡路島内々は，中央部では同層

群であるが，南部では油谷累層が本地域の愛宕累層に対比さ=れレ北部では下部の富島累層・上部の

仮屋累層に対比吝れる．一方，四国の香川県では三豊層群十最高位段丘構成層=の焼尾峠裸層に対比

される．また，徳島県では；吉野川流域での森山層・土柱層群に，鮎食川流域では南谷層に，勝浦

川流域では管蔵層に，那賀川流域では黒野田峠層に，それぞれ対比される．高知県東部では唐ノ浜
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表２．淡路島南西部付近の第四系め四国こ･紀伊半島南部と1の対比表
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調査地域

　淡路島
香JII県全域

　　　　　徳　　　　島　　　　県

吉野川｜鮎喰川｜園瀬川｜勝浦川｜那賀川｜福井川

　高　知　県

東部｜中央部

　紀　伊　半　高

富田川|熊野地域|先志摩地域

第

四

紀

奏

匹

　高鍋暦

　　L

t/へ/x/x/へ/

　大年層

　Mn

　古池層

　MI

匹

下堺層

　　Hn

原所暦

　　HI

匹

　↑

　五色浜

淡累層

略

暦愛宕累

群層

　　沖

皿

低位段丘

構成層

･/へﾉﾍ/x/心

　中位段丘

　構成層

m

高位段丘

構成層

匹

最高位段丘

構成層

　　↑

三豊層群

　　　　　１

匹

　岩倉層

Jへ/ゝ/wへ/

小島駅層

匹

井出口層

皿

土井口谷

柱　川層

層

群中江層

皿

森山層

皿

大久保層

歯之辻層

､/へ/x/wﾍﾉ
　高瀬屑

　二本木屑

皿
　大埜地層

皿

　南谷屑

皿

　　層

皿

　中筋層

Jへ/x/wへ/
　星河内層

皿
　八多層

皿

匹

皿

　沼江層

　中山層

､/へ/x/x心
　行司層

天王谷層＊

皿
　櫛渕層

匹

　管蔵層

皿

　沖積層

　川切層

皿

和無田層

八/x/xハy

　川島層

､八/x八八/

　黒野田層

yへ/x/へﾉﾍ/

黒野田峠層

yへ/X/へ/^ゝ/

　沖積層

皿

　新田層

yへ/x/ゝ戸ゝ/

　動々原層

　阿波福井層

　皿

　皿

　八/X/X/X/

ﾉﾍﾉX八/X/

　室津層

/X/X/X/W

生＊

見元＊

層層

yへ/x/x/へ/

久礼岩層

皿

舟場層

櫨山層

芸安芸層

西和食暦

Ｇ城本暦

唐

ノ穴内層

浜

Ｇ　登暦

　　沖

匹

　古町層

土佐山田層

ﾉﾍ/x/x/^w
　能茶山層

皿
　城山居

心

　万々層

m

　　積

皿

　北端層

ﾉﾍ/x/ゝ/x/

栗桶川層

安騏層＊

yx/wx/ゝ/

　琴ケ丘層

匹

　塔島層

4/へ/x/x/xﾉ

　田辺層群

　　層

四

　熊野浦層

四

　新宮篠層

　束高森層*

　匹

　西高森層＊

　四

　皿

　熊野層群

皿

　新井層

/x/wへ/x/

　磯部層

ﾉﾍ/X/X/ゝ/

先志摩層木

皿

k/x/心へ/心

更

新

世

後

期

一

中

期

前

期

第

一一一

紀

鮮

新

世

後

期

　＊海成層を含む．中期更新世はクサリ殊を含む高位段丘構成層

層群・芸西層群あるいは櫨山層・舟場層に，また，中央部では万々層に対比される．紀伊半島方面

では，富田川流域の田辺層群・塔島層ににまた，大阪付近の大阪層群に対比される．　　　＝

次に，本地域の中期更新世の高位段丘HIの原所層は他地域にはこれに相当するものはみられな

い．ＨＨの下堺層はまず，淡路島内では中部での広田層に対比され，南部では城方層に，北部では

高位段丘層に対比される．一方，香川県では高位段丘構成層に対比される．徳島県では；吉野川流

域では井出口層に，鮎食川流域では大埜地層に，園瀬川流域では八多層に，勝浦川流域では櫛渕層

に，那賀川流域では黒野田層に，それぞれ対比されるが√福井川流域・桑野川流域ではみられない．

また，高知県では；東部の久礼岩層に，中部では城山層に，またご西部では広見層に対比できる．

更に．紀伊半島方面では富田川流域の琴ヶ丘層に，熊野地域では西高森層に，先志摩地域では先志

摩層に，それぞれ対比され，大阪付近では万地谷層群に対比される．　　　　　　　　　＼

　また，本地域の後期更新世の中位段丘MIの古池層は淡路島にはみられず，また，香川県にもみ

られず，徳島県ではわずかに，鮎食川流域での二本木層と福井川流域での阿波福井層に対比される．

また，高知県にもこれはみられず，紀伊半島では熊野地区の東高森層に対比されるのみである．

　次に，本地域の後期更新世の中位段丘Mnの大年層は，まず，淡路島内では，中部・南部・北部

でも中位段丘層にそれぞれ対比される．一方，四国の香川県では中位段丘構成層に対比される．徳

島県では；吉野川流域では小島駅層に，鮎食川流域では高瀬層に，園瀬川流域では星河内層に,し勝

浦川流域では行司層及び海成の天王谷層に，那賀川流域では川島層に，福井川流域では動々原層に，

それぞれ対比される．また，高知県では；東部の海成の生見層・椎名層二元層・羽根層・叶木層に

対比され，中部では能茶山層に，西部では海成の足摺中位段丘構成層層・平野層に対比できる．ま
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たレ紀伊半島方面でｿは，富田川=流域め果栖川

先志摩地域=では磯部層に√それぞれ対比されj,∧II

　最後に,……:当域の低位段丘Ｌの高鍋層は;

される√十方,十四国の香川県では低位段」

層に√鮎食川流域々は大久保層にレ園瀬川流域で

域では和無田層に√福井川流域でぱ新田層に√そｿ:

律暦に√＼中部では古町層に√西部では鞭層ﾉに,ﾚ………そ=:

:田川傀域の北端層によ熊野地域では熊野浦層に･,j=･.I

=阪付近では上町累層に対比される.＼なjお√当域こに〕

域の歯之辻層や勝浦川流域め中山層は√高知県でﾌﾟj

＼なお√ﾚ沖積平野下の完新統(沖積層)＼につい＼で)

県を含む四国では√中村･満塩yら∧(1972),満塩万ら一万I･=

づいで総括七た.）更4こ最近ではレ満塩べ1999)し鴉

古環境jの変遷ｻし…………=一万･，

上述のこどかこら，＼以下には中期更新世の高位段丘形成以後之

ill周辺め古環境を復元しよ＼う丿………万　　　………＼j…

…

……j………＼

j=一二……:……|万j=万．

：航空写真か万ら判読した鳥飼川の付近の段丘面のﾚ分布状態

j
や=,=:

ば，次のような過程が考えｹﾞられる:.…………………=ｹﾞ………:……＼上……………:……:……………=こ1.ylj･=j･

.
･:゜:.::,=･．

十全体的には，高位段丘面=ｎⅡの下堺面√及び中位段丘面Ｍ=U

万断面とほぼ同様の勾配を示している．しかこも,………/こﾅ!

二方，これらの段丘面に反して,上高位段丘面jHI=)

面Ｌの高鍋面は√それらの分布は海岸線付近にの必

現在の鳥飼川の縦断面の勾配ﾚに比較=しで,∧j急傾斜jて

は,:図1にみられるように√淡路島の西部では河口こ;

箇所で,j……南方に折れ曲が=つてい万るのであyるLﾆﾚﾆｿﾞ……I,.･j

＝　これらの事実から√紅IソMI ･ Lめ各段丘面ぱ浅

したか，あるいは√最近活動/しで阪神大震災を引ﾉき

加わつ･たと考え.られるレ…………　…………犬.1ｿ……

　=･方√＼高位段丘面Hn:の下堺面や中位段丘面Ｍ皿う

しい勾配を持づでいるレこれらの段差は約10mで涜

海水準変動]に起因すると考)えられﾉる.=ﾌﾟ………=ト)ﾉ………,j

また,/＼中.･位段丘を形成七だ海進はレ既に歓崎ﾉ（=漬

ている．この証拠は,………徳島丿県で11ま海万･成ﾀﾞ)天王谷層∧(

室戸半島北東部では生見層や椎名y層回などであるレノま

水道φ最奥では，大阪市め上町累層や伊丹累層な七

の証拠がみられるぐのである.，‥‥‥‥　レ　　………　＼＼

なお√この海進は土佐湾周辺では古土佐湾海進二=(

後水道海進士(鹿島･卜満塩√1985)と/定義しくていて√

たのであるト　　　　つつ　　…………………:……IIJ

　ついで√最終犬(:ウルム)氷期では低位段丘面が形

:那賀川流

では……;万丿東部の室

局方面々は，富

ぞれ対比:さ/れ，大

ｋい::が√鮎食丿＼[流

れる＼ものﾚである．

臨であyる：がレ高知

89し]＼=が四国全体に

叫すﾚ石]淡路島中西部の鳥飼

現在の河川縦

や低位段丘

らの勾=配は

昿)流れの方向

士kmく/らいの

戸内ﾚ川

丿西落ちj

に傾動

の力が

(よ……:.うﾉに…………現河床面とﾉは1ぼ等

F段丘ﾚは四国

I

の場合のよ:うに

と定義され

ご

あ､るご更に紀伊

]もﾚ海成中位段丘

水道では古豊

kO�ほど高かっ

下するような
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氷河期を想定している．更に，海水準が上昇して,＼沖積平野が形成された．これらによって現在の

鳥飼川は高位段丘から沖積平野に到るまでの地層群が形成されたと考えられる．‥‥‥‥‥‥‥こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　十　　ま　と　め　　　　　　　　ニ　　　　　　ニ

　四国・紀伊半島間の淡路島中西部の鳥飼川付近における第四系の調査結果，以下のようなことが

明らかになった．

１．本調査地域には第四系の構成する丘陵地形と段丘地形がみられ，後者は５つの平坦面が形成し，

　他に沖積面もみられる．　　ニ　　　　　ト　　　　　　　　ト　　　　　　　　犬

２．段丘平坦面については，高位段丘面はHIの原所面とHJIﾚの下堺面からなり，中位段丘面は

MIの古池面とMHの大年面からなり，低位段丘面Ｌは高鍋面である．　　　　　　　　　づ

３．各段丘面を構成する諸地層は，高位段丘面を構成する原所層と下堺層は中期更新世であり，後

　期更新世は中位段丘と低位段丘からなるレ前者はMIの古池層=どMIIめ大年層からなり，低位段

　丘面は高鍋層が構成している．　　　　　　　　　　レレ　し　.･.･..　　　　･:……

4 ，これらの諸地層奇四国の香川県・徳島県及び高知県東部・中央部，更に，紀伊半島南部のそれ

らと対比した．　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　ニ　　　　　　　　　ニ　　犬

５．当調査地域の第四紀における古環境の復元を行った．十　・．･．　．･．　．･

　今後とも淡路島における第四系の研究が必要である．　　　　　　　　＼　　ニ　　ニ
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